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   The chemotherapy of urinary tuberculosis have been carried out for these 
several years and the transition of clinical aspect were found in urinary 
tuberculosis. The following results were obtained in the examination of 855 
cases of urinary tuberculosis. 
   Number of urinary tuberculosis descreased every year. Of the sex, the 
affected side, and the age no remarkable transition were found. Of the 
findings of the bladder the foci declined to slight degree. Cases which had 
slight unspecial findings in the bladder and were kidney alone affected in-
creased  strikingly. 
   These cases had atypic symptoms compared with the other typical cases. 
   Except the cases given chemotherapy number of the cases which the 
bladder was slightly affected were more increased than ever. 
   Generaly speaking the chemotherapy gave the direct or indirect effect to 
the clinical aspect of the urinary tuberculosis.
1緒 言
1944年にWaksmanがStreptomycin(以
下SMと 略記)を 発 見し,結 核 化学療 法界に
一大転 換が起bた .同 年Lehmannは2hyd-
ro-4-aminosalicylinacidが抗結核 作用の
ある事 を指摘 し,こ れがPASと して登 場 し
た.FoxandLeeは1942年INAH,を 合成
し,Rake・等 もこれ に注 目 し,1952年2月 に





































































計 465 39・i 855
結核化学療法開始後,即 ち昭和23年より28年に至る
6年間の症例は第1表 に示す如くである.6年間の平均











































報告 してい るが,最 近の外国に 於ける報告 をみると
Ockerbladは男1に対 し女2と 報告 し,Emmett及














































































































































計 11 106 327 258 112 33 8 855








































































を云 々するのは軽卒に過 ぎると思 う,
76
50
6膀 胱 病 変
膀胱病変の程度を便宜上故井上教授の方法により分
類すると第5表の如くである.0型は膀胱粘膜が正常





































































































































































































計 ・・113レ}・i・ 同 ・lg6












































































































































































































































































































するもの の主訴 を見ると,尿 湖濁が最高で18例(27
%),他 に何等 の症状なく精 密検査を希望 するもの
12例(18%),腎鞭 編9例(13%),発 熱8例(11
%),血 尿8例(11%),性 器結核4例(6%),


















































性 と相関関係があ り,この尿管に変化を有す る場合の
療法は尿管を閉塞せしめる様にはたらく事が多い.こ
の為腎病変が進行を早め,然 も膀胱には菌による汚染










































































































































































































































































































































































































































































e粘 膜 の 炎 症哩














































































































































































ならない.既 往 に於て化 学療法 を行つた症例
で,膀 胱変化の0型 又は1型 に属するものに就
26 多田一尿路結核に関すろ研究
てみると全然変化を認めないものと非特異性の
変化(局 所性充血,三 角部充血,禰 慢性全面充













ると非待異性 炎症 の 内三 角部の 充血が最も多














った1症例 をここに簡単に報告 しておく.患 者
は32才の男子で医師である.約2年 前に肋膜炎
の治 療の 目的でSM209とAPS3009を





カル ミン排泄は10分迄eで あった.尿管 カテー
テ リスムスは両側不能であった.そ こで排泄性
腎孟撮影を行 うと第1図 の如 くである.両側腎
のかすかな陰影 と右腎孟 と腎盤に一致 して造影























影の際にみ られたと同様の陰影を認 め,結 局前
回造影剤 と考えたものは誤りであつで,両 側共
単純撮影に於てこの様な陰影をみとめるもので
あつた.即 ちこれ らの陰影は腎孟,腎蓋 に沿つ
ての石灰の沈着像であつた.3ヵ 月後に両側尿
管カテーテルを行つて腎孟撮影を行つ てみ ると













SM療 法は約4ヵ 月前に終了してい るので,
2～3年前のSMの 治療を開始する頃には既





































告せ る処 であ つて,Ross(1951)は化 学療




















化学療法 開始 後 の尿路結核 の変貌 に就 て,855
例 の尿路 結核症例 を検 索し次の結果 を得 た.
(1)外来総数に対す る尿路結核患者 の割合は
ユ0.996で化学療法前 の11.3%に比 し僅 かに減少
してい る.又 これ を年度別 にみ ると漸減 の徴を
み る.
(2)性別に就 ては男子9。3対女子7.8の割合で
化学療法以 前の比率 と同様 に男子 が多い.




る.化 学療法 前の順位 とは40才代 と10才代 が入
れ かわつ てい るが,こ れは殆 ん ど同様 で特別 の
意味 はない と思 う.
(4)患側に就ては左右の比率 は右 の47.51%
に対 し,左 の42.49%で化学療法前 の比 率(右
51.20/o,左44.6%)と比較 して右側がやや 多い
事 には変 りはないが,両 側結核 は化学療法前 の
4.10/ova比し,10.01%で著 明 な増加 である.
⑤ 膀 胱病変を分類 す ると各年度毎 に変化 の
平均程 度の軽 度化 を認めた.
(6)化学療 法前 の膀胱病変 の分類 と以後 のも
の を比較 す ると0及 び1型 は化 学療 法前の9.65
%に 対 し,28.0896で著 明な増加であ る.
(7)以前に化学療 法 を受けた事の あるものの
膀 胱病変を分類す ると当然 の事 なが ら,0型 は
58.33%で1型は13.540/oで,変化 の軽度 のもの
は約709(oとなつて いる.
⑧0及 び1型 の症 例の 中か ら化学療 法 を受
けた ものを除外 して,化 学療法発明前の軽度 の
症 例 と化 学療 法発明後で化学療 法 を受け ていな
い軽 度の症例 とを比較す ると,以 前 の も の は
9.65%,以後 の ものは21.369/oで病変を欠 くも
の或 は軽 度の ものが著明な増加を示 してい る.
(9)以前に化学療法 を受けた症例 に就 て,化
一学療法 を行 つた原因に就 てみ ると尿路結 核叉は
尿路結核 を疑 つて行つ たものが31%で,胸 部 結
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